
今井町の民家調査（ 2) 
1969年度建造物研究室 ・ 平城宮跡発掘調査部の調査 2 

建造物研究室では，昨年度から奈良県橿原市今井町の民家を調査している。本年度は，昨

年度の調査地域（本町通・御堂筋〉 の北に隣接する中町 ・ 大工町 ・ 八幡町 ・ 西新町 で実施し

（第1図），対象とした209軒のうち87%にあたる182軒について調査できたo調査内容は昨

年とほぼ同様で、あるが，このほか，坪庭あるいは露路ともいうべき庭をもつ家の配置図を｛乍

り，主f二，町並の一部について， フ アサ 一 ド
、
（正立面〉撮影を試みた（第2図）o 車干

調査しfニ家l主 P ごく最近の新築になつたもののほかは， い ず

うげてL 、；三。 これらにつ いて改造前の旧状を復原すると， その大 多数 は

j古註をもっ形式で、あって，通庭にそって片側に室を 1列（2～3室〉，あ

るいは2ylj (4～6室〕に配している。今回の調査で復原した，103軒につ

いて前回の幸起にしたがい，室数によって二間取 ・ 三間取などと区別する
」、ナこまどり
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と，右i二しムうすように，小規模な家が7割を越えており，二間取が約半数を占め，三間取が

これに次L、でいる。これは，昨年の調査区域で三間取が最も多く，六間取など規模の大きな
家も比較的多カミったこととは異った傾向で、ある。

ここで住宅として，多くの問題をかかえている小規模な家，とくに二間取につ いて検討す

ることにしよう。

二間取の家（第3図）は， 間口4 ～ 6 m, 奥行5 ～ Smほど で， 通庭（｜｜届2～3 m）と 2

室（3～6畳〉を配しており， 通庭をふくめて30m2前後の面積である。 1戸建はすくなく，

2～5軒の長屋が多L、。また持家で、はなく借家が大部分を占め，いわゆる借家普請で，古材
を用いて建てた建物が多い（第3図）。

通庭と2室の使い方をみると，まず通庭は，家の出入口であって，表の道路から，家の裏
に通じる通路である。通庭の表半部は，壁にそって下駄箱・物入などを置く収納部にも使う。
その奥半部；主炊事場となっている。つぎに2室のうち，表側の室（ミセ〉は作業をする空間

であり， 日常の接客の場である。 奥の室（オク ・ ザシキ）は食事をとり， 家族がだんらんす

る場であるc両室ともに，夜は寝室に変
る。二間取では，このように食寝分離が
できない。

二間取の家がカ叶込えている最も大きな
問題は，当然ながら室数がすくなく，せ
まいことであって，家族が多い 場合は，

生活様式の近代化（個室の確保・炊事場の
改善 ・ テレビなど耐久消費材ーの増加など〉につ
れて破綻をきたし，とくに深刻である。 図の「「！央との J の却分の同第1図 今井町民家調査区域取りを第3図にしめした
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21ズ｜ ファ＋ード（正立而）撮影のl例 お3図 二間取の四軒長屋の平面図

これに対してほ， つぎのような増改築をおこなって対処している f二 1 ）屋根裏〈ツシ）に

個室を作るc この例は多い。 2）通庭の一部に ユ カを張り， 室にする。炊事場・食堂にする

例が多い（第3同B）。 3）背面に台所・個室を増築する（第3図A）。 主屋からすこし離して，

個室・台所・W］えなどを作る〔第3図D) ,, 4）長屋の場合 ，2軒分，3軒分を1世帯で使う。

5〕2階建てに新築するc 以上いず
＇

,hの場合も， ユ カ面積をJ広げる努力をはらっている。 こ

の反面， 増築しない場合は， 空家になったり， 老人だげで、 住むという例もある。 面積の拡大

は，必らずLもスム ー ズにおこなわれるわ（「ではない亡資金の問題・家主との関連・敷地の広

さなどと閃係するからである。 また， 通！在にユ カを張るにしても，実施しにくい理由がある。

通庭の使L、方につL、ては， 先にのべfニc 今井H!Jにカミぎらず， 道路に而してi敷 地の間口いっぱ

L、i二建つ111r家では， jffi.）告は， 従来すくなくとも， 1 ）没取人の通路， 2）士足で炊事作業を

しなければならないとL 、 う給水や台所の設備， 3）表の道路と家の裏との通路などの役目を

もっていた。 このうち， 現在2) （土上水道やプロパンガスの普及によって問題がなくなって

いるが， 水洗便所が主ったく背及していないこの町では， 1）は未解決の問題として残って

いる。 しかし， J!H庭に張ったユカの一部をあげて通路にできるような了.）ミがみられる。 3)

に対しては張ったユ カの上を通路とすることによって耐えている乙

つぎに， 二間取に1室を増築してできた三間取・（仮称， 増築三間取）と最初から 三間取であ

ったものと比較してみよう。 後者の三室は表側からミセ ・ ナカノマ ・ オクとよばれている。

オケは通庭との境を壁で仕切り， トコ ・仏壇を構えることが多く， 接客座敷としての性格が

強L、。 また寝室としても使われるの これに対し増築三間取では， オケl工前述のように台所・

個室であり， 接客座敷とはならなl 'o こうみると， 同じ三間取であっても， 増築三間取は，

最初からの三間取とは別な発展過程をたどっていることがわカ hる（

以上， 泊、カミげたように二間取は借家の代表的な間取であって， 多くの問題をもっている。

このような家を， 現在の生活を容れながら保存ずるためには， 六11-\l取など規模が大きく余裕

の Lち る家を対象とする場合とはちがって， おのずカミら異なった方法が必要となろう。

註 1 「今井IHJl己家ari』1r:の概要」I （「奈良｜壬I {I.文化llJ研究所年NH969! 1969 .12） 守

2 大部分UYi；（：主京 1 ：司によって汁Jllljされている \1；間1 I 日J=l.97m_ （宮沢智士）
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